
不適合管理グレードの改正について 

 平成２２年１１月１日より，不適合管理グレードの「具体的な不適合事象（例）」を以下のように変更いたしました。 

  ・不適合管理において，溶接事業者検査の取扱いを明確にしました。 

  ・「グレードＡに該当しない業務の逸脱に係る事象」について，保安活動への影響の観点からグレード区分の見直しを行いました。  

【改正前】                                          【改正後】※赤字部分が変更点 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 不適合事象 具体的な不適合事象(例) 
 

具体的な不適合事象(例) 

Ａ 
・原子炉施設の安全に係る機

能の設備・機器において機

能喪失が生じた事象 

・法令に基づく報告事象など 

・クラス 1,2※１の機器に該当する系統機能の喪失 

・保安規定第１２０条に基づく国への報告事象 

・保安規定違反（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・監視） 

・保安規定に定める保安管理業務の未達 

・検査における判定基準からの逸脱（定期事業者検査 

クラスⅠ，Ⅱ，使用前検査） 

 ・クラス 1,2※１の機器に該当する系統機能の喪失 

・保安規定第１２０条に基づく国への報告事象 

・保安規定違反（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・監視） 

・保安規定に定める保安管理業務の未達 

・検査における判定基準からの逸脱（定期事業者検査 

クラスⅠ，Ⅱ，使用前検査，溶接事業者検査） 

 

Ｂ 
・一般産業施設と同等以上の 

信頼性が求められる設備・ 

機器の不具合事象など 

・クラス３※１の機器に該当する系統機能の喪失 

・系統機能に影響を与えない故障等 

・検査における判定基準からの逸脱（定期事業者検査 

クラスⅢ） 

・グレードＡに該当しない業務の逸脱に係る事象 

 ・クラス３※１の機器に該当する系統機能の喪失 

・系統機能に影響を与えない故障等 

・検査における判定基準からの逸脱（定期事業者検査ク

ラスⅢ） 

・グレードＡに該当しない業務の逸脱に係る事象 

（保安活動へ影響を及ぼす事象） 

 

Ｃ 
・状態を監視しながら点検・

保全を行う設備・機器の不

具合事象 

・ノンクラス※１の機器に該当する系統機能の喪失，ま 

たはノンクラス機器の故障 

・機器における軽微な劣化または発生が許容された劣 

化 

・保全方式が「事後保全」に該当する機器の故障 

 ・ノンクラス※１の機器に該当する系統機能の喪失，ま 

たはノンクラス機器の故障 

・機器における軽微な劣化または発生が許容され 

 た劣化 

・保全方式が「事後保全」に該当する機器の故障 

・グレードＡに該当しない業務の逸脱（保安活動に影響

を与えない，または影響の軽微な事象） 

 

 
※１   クラス１ ：合理的に達成し得る最高度の信頼性を確保する必要があるもの 

クラス２ ：高度の信頼性を確保する必要があるもの 

クラス３ ：一般の産業施設と同等以上の信頼性を確保する必要があるもの 

ノンクラス ：安全に関連しないもの 

※２ 定期事業者検査：法律で規程する設備（電気工作物）の技術基準への適合性を事業者が定期的に確認する検査 


